
   

お
し
ら
せ

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
給
に
つ
い
て

　

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
特
に
強

く
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援

し
、
こ
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す

る
た
め
、
支
給
し
ま
す
。

支
給
額

　

児
童
１
人
あ
た
り
一
律
２
０
，
０
０
０
円

支�

給
対
象
者　

児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
を
養

育
す
る
父
母
等

※�

対
象
児
童
は
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に

出
生
の
新
生
児
も
含
み
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

こ
ど
も
課　

℡
22-

３
５
２
４

紀
州
っ
子
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

①
保
育
料
・
給
食
費
助
成

　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
・
給
食
費
を
助
成
し

ま
す
。

※
第
２
子
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
あ
り

対�

象
施
設　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
認
可
外
保

育
施
設
等

※�

助
成
内
容
や
申
請
方
法
は
対
象
施
設
ご
と　

に
異
な
り
ま
す
。

②
育
成
支
援
助
成

　

小
学
生
以
下
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、
対
象
事
業
を
利
用
し
た
場

合
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※�

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

利
用
分
が
対
象

※�

小
学
校
入
学
前
の
児
童
に
係
る
費
用
の
み
が

助
成
対
象

※
上
限
１
世
帯
あ
た
り
年
間
１
５
，
０
０
０
円

※
飲
食
費
、
保
険
料
は
対
象
外

対�

象
事
業　

子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
一
時
預

か
り
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業

申
込
み　

３
月
27
日
（
金
）
ま
で

※�

領
収
書
、
申
請
者
の
口
座
情
報

が
分
か
る
も
の
（
通
帳
等
）
を

持
っ
て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

こ
ど
も
課　

℡
22-

３
５
２
４

年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■
「
源
泉
徴
収
票
」
が
届
き
ま
す

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の
雑
所
得
と
し

て
課
税
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１
年

間
の
年
金
総
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収

票
」
が
１
月
下
旬
に
届
き
ま
す
。
確
定
申
告
の

際
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※�

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
紛
失
時
な
ど
は
再
交
付
で
き
ま
す
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-

１
６
６
０

■
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
　

前
納
の
口
座
振
替
が
お
ト
ク
！

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
納
付
書
で
の
前

納
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

申
込
み　

２
月
27
日
（
金
）
ま
で

※�

金
融
機
関
ま
た
は
窓
口
へ
預
金
通
帳
・
金
融

機
関
届
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
７

～
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
～

令
和
７
年
度
対
象
者
の
接
種
期
限
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
と
な
っ
た
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
に
対
象
と
な
る
方
の

接
種
期
限
は
３
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　

予
診
票
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
を
希
望
す
る

方
は
、
医
療
機
関
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①�

令
和
７
年
４
月
２
日
～
令
和
８
年
４
月
１　

日
の
間
に
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、　

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

※�

１
０
１
歳
以
上
の
方
は
令
和
７
年
度
に
限
り

全
員
対
象
と
な
り
ま
す
。

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

※�

原
則
、
過
去
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接　

種
さ
れ
た
方
は
対
象
外

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
及
び
接
種
回
数
・
料
金

　

・
乾
燥
弱
毒
生な

ま

水す
い
と
う痘
ワ
ク
チ
ン
（
ビ
ケ
ン
）

　
　

１
回
接
種　

２
，
５
０
０
円

　

・
乾
燥
組
換
え
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ン

　
　

グ
リ
ッ
ク
ス
）

　
　

２
回
接
種
６
，
０
０
０
円
／
回

※�

２
回
目
は
、
１
回
目
か
ら
２
ヶ
月
の
間
隔
を

お
い
て
の
接
種
と
な
る
た
め
、
１
月
末
ま
で

に
１
回
目
の
接
種
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-
３
２
２
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　
　
　
　

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

健
康
診
査
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か

　

健
康
診
査
は
２
月
末
日
ま
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

　

対
象
の
方
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
健
康
状
態
を

見
つ
め
直
し
、
フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
伴
う
心
身
の

衰
え
）
の
兆
し
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

〇
健
康
診
査

対�

象　

75
歳
以
上
の
被
保
険
者
、
65
歳
以
上
75

歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
和
歌
山
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方

検�

査
項
目　

問
診
、
計
測
、
診
察
、
血
液
検
査

（
脂
質
・
肝
機
能
・
糖
代
謝
・
腎
機
能
・
貧

血
）
、
尿
検
査
（
糖
・
蛋
白
・
潜
血
）

場�

所　

受
診
券
に
同
封
の
実
施
医
療
機
関
一
覧

に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

〇
歯
科
健
康
診
査

対�

象　

令
和
７
年
３
月
末
で
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
被
保
険
者

※�

対
象
の
方
に
は
令
和
７
年
５
月
末
に
受
診
票

等
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

検�

査
項
目　

問
診
、口
腔
内
診
査
、口
腔
機
能
検
査

場�

所　

受
診
票
に
同
封
の
実
施
医
療
機
関
一
覧

に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

※�

受
診
券
等
の
紛
失
や
ご
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

℡
０
７
３-

４
２
８-

６
６
８
８

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和７年12月１日現在】
人口　24,764人（前月比-36人）
男　11,828人　女　12,936人
世帯数　11,641戸

　一般会計の決算額は、歳入が203億1,803万２千円に対し、歳出は197億32万３千円です。この結果、６億
1,770万９千円の黒字となり、繰越事業に伴い翌年度へ繰り越すべき財源2,461万１千円を差し引いた実質収支
は５億9,309万８千円の黒字となりました。
　歳入面では、地方交付税や地方特例交付金が増加した一方で、市税や繰入金が減少したことや、保田保育所改
築事業や有和中学校グラウンド整備事業などの普通建設事業に伴う国庫支出金や市債が減少したことにより、歳
入全体では前年度と比較して25億4,123万５千円（11.1％）減少しました。
　歳出面では、人件費や扶助費、公債費が増加した一方、保田保育所改築事業や有和中学校グラウンド整備工事費
などの普通建設事業費が減少し、歳出全体では前年度と比較して24億9,969万７千円（11.3％）減少しました。
　健全化判断比率は、実質公債費比率が8.9％ですが、早期健全化基準の25.0％を下回っており、将来負担比率
は、令和６年度も発生していません。
　また、公営企業の資金不足比率については、病院事業会計で4.5％の資金不足が生じています。

令和６年度決算報告　問　経営企画課　℡22-3736

令和６年度各会計の決算�  （単位：万円）

会計区分 歳　入 歳　出 差　引

一般会計 2,031,803 1,970,032 61,771

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 370,854 364,686 6,168

初 島 財 産 区 495 390 105

介 護 保 険 360,990 343,847 17,143

後 期 高 齢 者 医 療 97,679 95,823 1,856

合 計 830,018 804,746 25,272

企
業
会
計

上水道事業
収益的 52,523 44,542 7,981

資本的 15,707 37,922 △ 22,215

病 院 事 業
収益的 36,946 52,453 △ 15,507

資本的 121,503 119,667 1,836

漁 業 集 落
排 水 事 業

収益的 7,003 4,508 2,495

資本的 794 4,186 △ 3,392

健全化判断比率等の公表� （単位：％）

区　分

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

（一般会計の
赤字割合）

（すべての会
計を合算した
赤字割合）

（一般会計に
おける借金の
実質負担割合）

（一般会計におい
て将来負担すべ
き借金等の割合）

健全化判断比率 － － 8.9
（＋1.0） －

※早期健全化基準 13.85 18.85 25.0 350.0 

※財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

【公営企業】

区　分 上水道事業 病院事業 漁業集落�
排水事業

資金不足比率 － 4.5
（△7.0） －

※経営健全化基準 20.0 20.0 20.0 
（注）�赤字や資金不足がない場合「－」と表示。（　）内は前年度数値との

増減。
※�早期健全化基準や経営健全化基準を超えると、健全化計画の策定が義務

づけられ、財政再生基準を超えると、財政再生団体として国の関与を受
けて財政の再建に取り組むことになります。

決算額を家計に置き換えると ･･･
　（市民１人あたりの決算額）� 25,030人（R７.３月末現在）

歳　入 家計では 令和６年度
１人あたり（円）

自
主
財
源

市税、分担金及び負
担金、使用料、手数
料、寄付金、諸収入　　　　　　　　　　

給料・ボーナス等 326,808 

財 産 収 入 財産売却や賃貸収入 1,012 
繰　越　金 前 年 か ら の 繰 越 14,672 
繰　入　金 貯 金 の 取 り 崩 し 109,442 

依
存
財
源

地方交付税、国・県支
出金、地方譲与税、各
種交付金 

親 か ら の 援 助 等 341,775 

市　　　債 借 　 　 　 金 17,071 

歳入の合計 
収入の合計 810,781 
（前年度） （893,514）

歳　出 家計では 令和６年度
１人あたり（円）

義
務
的
経
費 

人件費 食 費 等 124,284 
扶助費 医療費・教育費等 108,471 
公債費 借 金 の 返 済 45,187 

物件費 光熱水費や電話代、
衣 料・日 用 品 代 等 109,942 

維持補修費 自 宅 の 補 修 費 等 4,128 
補助費等 自治会ほか各種会費等 154,941 

投資的経費 自 宅 の 増 改 築 費 、
家 具 購 入 費 等 81,002 

繰出金 子どもへの仕送り等 55,965 
積立金 貯 　 　 　 金 100,472 

投資及び出資、貸付金 株 式 投 資 や 事 業
へ の 出 資・貸 付 等 1,710 

歳出の合計 
支出の合計 786,102 
（前年度） （867,739）

借金と貯金 令和６年度決算額 令和６年度
１人あたり（円）

市債（借金）残高 13２.4億円 52.9万円
（前年度） （13８.7億円）（54.2万円）

財政調整基金（貯金）残高 21.4億円 8.6万円
（前年度） （21.5億円） （8.4万円）
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